
東日本大震災後の東北運輸局の観光
に関する取組みについて

資料５

に関する取組みについて



東日本大震災で被害を受けた東北を応援するため、海外からの
メディアを招請し、震災後における東北の観光スポット等を取材し、
安全性の理解を深め、正確な情報を発信することで、東北への
今後の着実な誘客に繋げる。

東北の観光に関わる正確な情報等を発信するため、復興関連情
報に特化したポータルサイト開設。

○台湾旅行エージェント・メディア招請
2011年 7月23日～28日、

9月27日～10月1日

正しい観光情報の発信

＜VISIT JAPAN東北 復興祈念
2011年度事業＞

主な招請事業

海外メディアを通じた情報発信東北観光復興ポータルサイトによる情報発信

○主 催：東北運輸局
東北観光推進機構

○期 間：201２年 ２月 ３日～ １0日
○参加者：海外から旅行エージェント(３１名)

及びメディア(１８名) )
○取材地：４コースで震災後の東北の観光

スポット等を視察･取材
9月27日～10月1日

○シンガポールメディア招請
2011年 8月 3日～ 8日

○中国旅行エージェント・メディア招請
2011年 8月25日～30日、

10月 2日～ 6日
○韓国旅行エージェント・メディア招請

2011年 9月26日～29日、
10月27日～30日

○香港旅行エージェント・メディア招請
2011年10月26日～31日、
2012年 1月10日～15日

○タイメデイア招請
2011年12月17日～23日

○ＶＩＳＩＴ ＪＡＰＡＮ東北 復興祈念
2011年度事業
2012年 2月 3日～10日

東北の安全性について理解を深めるとともに、
正確な情報を海外において発信。

開設（4月29日）から12月末日までのアクセス数・・・57,025件
※うち、12月1ヶ月におけるアクセス数・・・ 7,265件
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東北各県の女将が、東北の元気と東北への誘客をアピールする
ため総理へ訪問した。

復興に向けた連帯の象徴となるスローガンとロゴを決定し、缶
バッジ・ステッカーを作成するとともに運輸局ホームページからダ
ウンロードできるようにした。

観光復興にスピード感を持って取り組むため、東北観光推進機構・東北経済連合会・仙台商工会議所・観光関係各団体をメンバーとした
ワーキンググループを設置（３月２９日）し、以後週１度のペースで会合を開き、情報共有や復興に向けた取り組みについて議論した。

東北の観光復興に向けた官民一体の取組

ワーキンググループの開催

主な取り組み

観光復興スローガン、ロゴの決定

内閣総理大臣訪問

・首都圏を中心としたポスター展開、山手線への中吊り広告、
「トランヴェール」誌への広告を掲載した。
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○ＪＲ東日本とのタイアップによる情報発信

首都圏主要６駅において、東北６県の物産展を開催し、誘客と風
評被害の払拭に向けたＰＲ等を展開した。

東北６県物産展（首都圏ジャック）



観光需要を喚起するため、地元関係者と連携して復興に資する事業に対して支援

観光需要創出に向けた事業への支援

個別事業名 時期 地域 概要

国内外からの誘客促
進事業

11月3日
～6日

青森市
各地域や郷土芸能を一堂に会
したイベントを開催し、青森の
観光をＰＲ

大文字まつり＋夢灯り 8月16日 平泉町

慰霊を目的に、毎年開催され
る「大文字まつり」と地元の関
係者による手作りの「夢灯り」
の製作・点灯を支援

食の賑わい博覧会連
携イベント事業

10月1日
～20日

秋田市

「秋田「食」のにぎわい博覧会」
の実施を支援するとともに、ス
マートフォンを利用した観光
ルートを提案

県内における「光」をテーマとし

＜実施事業の例＞
岩手県の事例
大文字まつりと夢灯り

置賜三十
三観音

最上三十
三観音

山寺立
石寺

六十里越
街道

慈恩寺出羽三山
月山卯歳
御縁年

庄内
三十
三観
音

山形県の実施事例
祈りの旅に関する商品造成

福島県の実施事例
日本の元気再生PROJECT
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みやぎ ひかりのプロ
ジェクト ～鎮魂、そし
て温かい絆への感謝を
込めて～

23年8月
～
24年2月

宮城県全域

県内における「光」をテーマとし
た主要イベント（※）の実施を
サポート
※「六魂祭」、松島「海の盆」、
「松島紅葉ライトアップ」、「光
のページェント」等「鎮魂，希望
の光 そして 絆 感謝」という
プロジェクトテーマを発信

「祈りの旅」に係る着地
型旅行商品造成事業

8月上旬
～16日

酒田市、鶴
岡市、山形
市、大石田
町、大江町
ほか

「祈りの旅」の着地型旅行商品
化（１）「出羽百観音」のブラン
ド化
（２）「出羽百観音」に係る企画
商品の開発
・祈りと癒しをテーマにした誘
客イベントに対する開催支援

日本の元気再生ＰＲ
ＯＪＥＣＴ Ｐｒｏｊｅｃｔ
ＪＡＰＡＮ in
ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ
～始まりのＡＩＺＵ～

6月26日 会津若松市

「日本の元気再生ＰＲＯＪＥＣＴ
Ｐｒｏｊｅｃｔ ＪＡＰＡＮ in ＦＵＫＵ
ＳＨＩＭＡ」において、終了間際
に350本の絵ろうそくを点灯さ
せ、会津の伝統文化を紹介す
るとともに、震災で犠牲となっ
た方々を鎮魂

３５０本の会津の絵ろうそくを活用して
会津の伝統文化紹介するとともに、震災
で犠牲になった方々を鎮魂する取り組み。

震災による犠牲者の鎮魂と慰霊を
目的に、毎年開催される「大文字
まつり」と地元の方々による手作
りの「夢灯り」の制作・点灯を支
援する取り組み

宮城県の事例
みやぎひかりプロジェクト

「鎮魂、希望の光、そして絆 感謝」という
プロジェクト

秋田県の事例
食のにぎわい博との連携

食のにぎわい博覧会に来た観
光客をスマートフォンを活用し
て周遊させる取り組み

草木塔

「出羽百観音」最上三十三観音、庄内
三十三観音、置賜三十三観音のブラン
ド化と着地型商品の組み合わせた取り組み

青森県の事例
国内外からの誘客促進事業

韓国・台湾からの誘客促進、中部地方
からの誘客促進等を実施。また各地域
の物産と郷土芸能を一堂に会してイベ
ントを開催する取り組み



平泉、仙台・松島、会津若
松の３地域を「外客受入地
方拠点」として選定。
国・地方公共団体・民間事
業者等が連携し、受入環境
の整備・充実を総合的に推
進。

外客受入地方拠点

大震災による風評被害を払
拭し、観光振興により地域
を元気にするため、夏祭り
など、観光客が集中するイ
ベントの実施に際し、外国
人観光客の受入環境整備を
緊急に実施。

東北地方に留学している外
国人学生を受入環境整備サ
ポーターとして、地域の観
光地に派遣し、サポーター
の活動により、外国人旅行
者の誘客と観光の振興を図
る。

交通拠点から目的地に至る
までの行程において、多言
語対応等を実施することで
外国人旅行者の移動を容易
化し、言語バリアフリーな
移動環境を実現する。

観光振興を目的とした
受入環境整備事業

受入環境整備サポーター
派遣事業

言語バリアフリー化事業

秋田県田沢湖・角館
エリア

新たな青森の旅・十和
田湖広域観光圏

観光客の受入環境の整備

平泉世界遺産
エリア

酒田エリア

会津若松・喜多方
エリア

塩釜・松島
エリア

会津若松

平泉

仙台・松島

福島わらじまつり

仙台七夕まつり

盛岡さんさ踊り

青森ねぶた祭

秋田竿燈まつり

山形花笠まつり

日本海きらきら羽越
観光圏

めでためでた♪花の
やまがた観光圏

会津・米沢地域
観光圏

盛岡・八幡平広域
観光圏

伊達な広域観光圏

やさしさと自然の
温もりふくしま観光圏
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事業の進め方のイメージ （地域再生に意欲のある地区・集落を対象）

東日本大震災及びその後に生じた風評被害により甚大な被害を受けた地区・集落を対象に、
地域の核となる市町村と協働し、コミュニティを支える観光業を支援する観点から、地域の課題、
ニーズ、問題意識を踏まえた相談・アドバイスを行い、地区・集落単位での地域の再生を図る。

● 専門家を派遣し、地域の課題やニーズ等を調査

● 観光業支援チームの派遣

● 地域再生に向けた相談・アドバイスの実施

◆ 東日本大震災により甚大な被害を受けた地域の再生には観光業の早期復興が喫緊の課題

◆ 被災地等によっては地域再生のノウハウや人材が不足

◆ 被災地等からも観光業の再生支援に関する要望が多い

観光庁観光庁市町村市町村 (*)(*)

【現状の課題】

【施策の内容】

市町村市町村 (*)(*)

取扱注意
地域再生のための観光業支援事業

県名 市町村名 地区・集落名

久慈市 小袖地区等

岩泉町 龍泉洞地区等

平泉町 長島地区等

仙台市 秋保温泉・作並温泉

松島町 松島海岸

白石市 中心市街地地区等

いわき市 いわき湯本地区等

福島市 高湯温泉

猪苗代町 葉山地区等

岩手県

宮城県

福島県

ホテル・旅館

旅行業者

レジャー施設・文化施設

市町村等の地域の代表

観光地の飲食店・お土産店

想定される参加者のイメージ想定される参加者のイメージ

専門家を派遣し、地域専門家を派遣し、地域
の課題やニーズ等をの課題やニーズ等を
調査調査

・ 地域再生の核となる
市町村が主体となり、
地域再生に向け継続
的に地区・集落の取組
をフォローアップ

観光庁観光庁市町村市町村 (*)(*)

観光業観光業支援チーム支援チームの派遣の派遣
・ 地域のニーズ・実情を踏まえた人選

地域地域再生に再生に向けた相談・アドバイスの実施向けた相談・アドバイスの実施
（例）
・ 資金調達や各種支援措置の活用のアドバイス
・ 観光振興による地域再生のためのアドバイス

・ 県を通じ、地
域再生に意欲
のある市町村
とともに地区・
集落の候補
選定を行う。

市町村と協働し、
・ 地元の課題・ニーズ・問題意
識を客観的に評価・整理

・ 地区・集落の最終的な選定
・ 派遣専門家の分野の特定

市町村市町村 (*)(*)

派遣専門家の主な分野のイメージ派遣専門家の主な分野のイメージ

地域づくり
リスク

マネジメント

ブランド
戦略 地域資源発掘

プロモーション
戦略

経営
マネジメント

事業再生

人材育成

事業終了後の事業終了後の
フォローアップフォローアップ

地区・集落の地区・集落の
選定選定

* 事業の主体は市町村であるが、県に対しても地区・集落の選定や事業終了後のフォローアップへの協力を依頼
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東北観光博の概要
概 要

東北地域全体を一種の博覧会会場と見立てて、短期的には、大きく落ち込んでいる東北地域への旅行需要の喚起、中長
期的には地域が主体となった新たな観光スタイルを実現するため、官民を挙げた一体的な取組みを実施する。
具体的には、東北地域への送客を強化するとともに、東北の主要な観光地域３０カ所程度を核となる「ゾーン」として

設定し、「地域観光案内人」の配置、地域独自の観光コンテンツの提供等を行い、地域が主体となった持続的な取組みの
定着を図る。

東北観光博の５つの柱

多様な旅行者に対して自由度の高い旅行環境の確保 被災地の復興と人的交流の促進

東北の観光振興を盛り上げる国民運動の形成地域の人々と観光客が直に接することによる相互理解深化

観光情報の統一的・効果的な情報発信

（ゾーン内の取組み）
○旅行者が多様な旅行プランを組み立てられる 地域独自の滞在プロクラム（着地型商品）の企画・提供
○滞在プロクラム（着地型商品）を普及促進し、リピーターやファンを獲得するための 「地域観光案内人」の配置

（全体的な取組み）
○旅行会社、交通事業者等との連携による東北地域への送客強化（滞在プロクラム（着地型商品）の普及等支援を含む）
○地域の方々と旅行客の出会いを創るための 「東北観光博パスポート」等の導入と「東北観光博公式ガイドブック」作成
○被災地域における交流の促進を図るための ボランティアツアー等の実施
○東北の観光振興への応援を国民運動として進めるための 「東北観光博サポーター」制度の導入
○東北地域の観光情報の一元的な提供を行う 「東北観光博ポータルサイト」の作成
○東北地域で将来にわたり活用可能なＩＴ環境の構築
○媒体等を活用した広報活動

実施する取組み例

平成２５年（２０１３年）３月末まで ※平成２４年１月３０日からプレ実施、３月１８日から本格実施

実施期間
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横手・
湯沢 田沢湖・

上山・
天童・
山形蔵王郡山・

磐梯熱海

米沢・
おきたま

最上

庄内

白石・

銀山
温泉

秋田・
男鹿

白神

会 津

弘前
津軽半島

○東北の主要な観光地域３０箇所程度を核となる「ゾーン」とする。
○「被災４県の沿岸部」については、被災地の復興と人的交流の促進に資する取組を支援する。

東北観光博における「ゾーン」

大崎・
鳴子 平泉・

一関・
奥州

盛岡
・雫石

花巻・
遠野

十和田・
八幡平

青森・
浅虫温泉

下北

田沢湖・
角館

白石・
宮城
蔵王

北上・
西和賀

仙台・
秋保・
作並

○「ゾーン」を核として一定の広がりを持つ圏域として「エリア」を設ける。
「エリア」については、各県において設定する。

※ゾーンについては、開催期間中に状況を見ながら柔軟に変更等の
対応を実施

松島

八戸

ふくしま

いわき

二戸・
久慈

被災４県の沿岸部（人的交流の促進に資する取組に支援）
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